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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 

Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

 

C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

 OSAKA、JAPAN 

2017 年 3 月 No.418 
 Chartered July 20，1982 

主 題 Y’s THEME (2016～2017)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長 ：『笑顔と感謝の１年に』  

国際会長    ：『私たちの未来は、今日から始まる』 

アジア地域会長 ：『ワイズ運動を尊重しよう』 

西日本区理事   ：『ワイズ魂で、更なるワイズの活性化を！』 

中西部部長    ：『世界をみつめ、地域とあゆむ』 
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松浦 和子 

船戸 輝久 

Biblical Message of March March Club Meeting 

『EF/JWF』  

3月第１例会  

 

  

日 時：2017年3月15日（水）18:45～20:45 

場 所：ホテルグランヴィア大阪 

司会：岡本 剛介 君 

1. 開会            三浦 直之 君（会長代行） 

2. ワイズソング        一同 

3. 聖句朗読          中村 茂高 君 

4. ゲスト・ビジター紹介    三浦 直之 君（会長代行） 

5. 今月の強調月間       三浦 直之 君 

6. 晩餐            一同 

7. 卓話「日本と台湾の映画の架け橋」 

    東洋思想研究所主幹 川瀬 健一 氏 

8. オークション        岡本 剛介 君 

9. 前中西部長挨拶       奥田 時夫 前中西部長 

10. 誕生祝い・ニコニコ献金   一同 

11. 連絡・報告・ニュース    各メンバーから 

12. 閉会            三浦 直之 君（会長代行） 

 

 

お誕生日：松浦メン、岡本麗香、谷川有美子、中村珠実メネット 

※プレゼントは、巻頭言執筆者の岡本剛介メンがご用意ください。 

 

例会担当：３班：石津、岡本、谷川、松浦、三浦の各メン 

           

3 月第 2 例会  

 
日時：201７年１月25日(水)18:30～20:30     

場所：土佐堀YMCA会館４階  

 

【クラブ統計 Statistics 】   

２月 種 別 第１例会 第２例会 BF ポイント ニコニコ献金 

在籍会員   21 名 

例会出席    13 名 

うちメーキャップ 

0 名 

出 席 率     61.9% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

13 名 

4 名 

0 名 

1 名 

18 名 

８ 名 

0 名 

0 名 

0 名 

８ 名 

2 月          0g 

現  金        0 円 

累  計 

切  手      204g 

現  金         0 円 

2 月：     11,000 円 

 

      ｵｰｸｼｮﾝ：5,400 円 

累 計：    229,179 円 

彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思

いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい、また、隣

人を自分のように愛しなさい』とあります」 

             

（ルカによる福音書10章27節） 

           厄 年 

                      岡本 剛介 

私も今年で４０歳になります。そう、前厄です。そしてこれ

を期に厄年について簡単に調べてみました。厄年の風習は平安

時代からあり、陰陽道に起源があるといわれていますが、はっ

きりした根拠などは不明のようです。例えば、なぜその年齢か

といえば、語呂合わせで 42 歳は「死に」、33 歳は「散々」

に通じるからなどといわれることが多く、科学的な根拠はあり

ません。また平安時代の昔は 13 歳頃に元服して大人の仲間入

りをし、男性なら 25 歳頃には仕事の中心を担って 42 歳頃に

は現役を退いて隠居し、女性なら 19 歳頃には出産して 33 歳

頃には子育ても一段落するなど、厄年は社会的な役割や生活環

境が変わる頃にあたることから、役割を担う年＝役年から厄年

になったといわれることもあります。  

地域によっては厄年に「厄祝い」を行なうところもあるそう

です。そして氏神さまへ３月にお参りに行きます。そして神様

には、この歳まで生きられたこと、夫婦・親・仕事・ワイズと

色々なお役目をいただけたこと、そのことをお礼に行きたいと

思います。 
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と き：2017 年 2 月 15 日（水）18:45～20:30 

ところ：大阪 YMCA 会館 403 号室 

まだ寒い 2 月の例会は、“Time of Fast。世界中で飢餓に

苦しむ人たちのために１回の食事代を献金にあてる例会。18

名が集まり、お抹茶、お菓子の茶会＝写真＝でなごやかな雰

囲気になったところで、大阪 YMCA 土佐堀館長の内山雅文さ

ん＝写真＝に、YMCA としても使命と合致する「SDGs 持

続的発展目標」について卓話をしていただきました。 

これは地球環境や経済活動、人々の暮らしなどを持続可能

とするために、すべての国連加盟国が 2030 年までに取り組

む行動計画で、15 年９月の国連総会で全会一致に採択された

ものだそうです。「誰も置き去りにしない」を共通の理念に、

平等な教育、気候変動への対策など１７分野からなります。 

まず 1 つ目は、「貧困をなくそう」あらゆる場所で、あらゆ

る形態の貧困の終止符を打つ。資産の上位１％は、下位 90％

の総額よりも多く、５人に 1 人は貧困で、この 10 年、貧困

の格差はますます広がっているようです。内山さんは、17 の

項目すべてを自身の意見を交えて説明してくれました。 

特に自身の得意分野でもある 14 番目の「海の豊かさを守

ろう」では、プランクトンは浮遊生物で、クラゲも属すると

か、サメは鼻の部分が弱点など、話題もはずみました。 

地球規模のまったなしの深刻な現状と課題に、私たちの心

も大いに突き動かされました。今月の強調月間テーマに沿っ

たよい例会を、豊かに過ごすことができました。 

                    中村 茂高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはイエスが律法学者の「永遠の命を得るには」という

問いに、逆に律法ではなんと言っているのかと尋ね、それに

対し律法学者が答えたものです。 

「この中の隣人とはだれのことか」という問いに対し、イ

エスは、強盗に襲われた旅人を助けたサマリヤ人のたとえを

用いて答えます。また「よき隣人とはだれか」という質問に、

イエスは「隣人は自分の親切から生まれるのであり、あなた

も、ユダヤ人から蔑視される異邦人のサマリヤ人と同じよう

にしなさい」と律法学者に語ります。 

（聖句選/コメント：中村茂高） 

                

2 月第１例会報告 

（クリスマス例会） 

∈∋∈∋ Club Activities February, 2017) ∈∋∈∋ 

 

The February meeting was held at the Osaka YMCA where 

the 18 members and their Y’s Menettes gathered. 

Taking note of this month’ emphasis on the Time of Fast, we 

skipped the meal. Rather we enjoyed a cup of Green Tea 

served by our Y’s Menettes.  

The speaker this evening was Masafumi Uchiyama, head of 

the Osaka YMCA Tosabori Branch. He spoke about “The 

Sustainable Development Growth of the Earth in 2030, 

whose target was set by the United Nation, adopted in 

2015.” We are sorry that very little has been known in 

Japan about the UN resolution since then. 

Starting with “the 17 Goals to transform our world he referred 

to such subjects as “eradicating poverty from the earth, 

reducing hunger, achieving gender equality thus  

empowering women to have them engage in decent work, 

overcoming income gap, improving social welfare, achieving 

clean energy, reaching good partnership among people, thus 

realizing peace and prosperity etc.” to aim at sustainable 

economic growth in 2030.  

He regrets there is not much discussion on this subject 

taking place in Japan while more debate being taking place 

elsewhere. 

At least he emphasizes this subject being taken up more 

among youth at the local YMCA classes to get to know about 

this Earth. 

11,000 yen was collected at the Niko-niko Fund at this 

meeting. 

 

                             Written by Kan Tanigawa 
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と き：2 月 22 日（水）18:30～20:30 

ところ：大阪 YMCA 会館４F 

出席者：石津、大村、芝田、中村茂、藤原、何、松浦、三浦

の各メン 

〈ワイズ活動〉 

・ハワイ・ヌアヌクラブのモーリス・シモニシ会長の西日本

区大会参加決定。期間中、IBC 交流を予定。 

・六甲山 YMCA 施設整備・掃除 4/15（土）昼食千円。

交流会（夕食 BBQ）3,000 円。詳細は牟実行委員長待ち。 

・ファミリーコンサート 5/20（土）「各クラブ訪問予定」

「個人別チケット配布」、コンサート終了後の打ち上げ場所 

 の確保。 

〈クラブ活動〉 

・５月例会の英会話例会は、講師の時間調整がつかず延期。 

・キック・オフ・ミーティング 5/6（土）山西記念会館 

・来年度クラブ役員（追加） 書記＝松浦 Y サ＝芝田 

           

 （第２例会議事録より抜粋） 

新年の１１日に JICA の最初の授業がありました。今回

は総勢５６名で、３つのグループが参加していました。

大所帯で、そのリストの中に、Armenia からの参加者が

二人おりました。（写真１）以前、アルメニアという国、

中東最近事情でご紹介しましたのでご記憶方もおありか

もしれません。正確には、中東でなくコーカサス地方と

いうべきかもしれません。大昔、ローマがキリスト教を

国教として受け入れる以前に、アルメニア王国はキリス

ト教に改宗しました。南の大国トルコと北の大国ロシア

に挟まれ、アルメニア人は苦難の歴史をたどりました。

今から一世紀前にトルコによる Genocide（ 大虐殺）を

経験しました。１５０万人が犠牲になったそうです。年

末、訪れたエルサレムの旧市街の中にアルメニア人地区

があります。その地区に、下の写真（写真２）のような

垂れ幕が掛けてありました。  

２０１５年が１００周年（センテニアル）で、この年

を「決して忘れない」と書かれています。JICA の話に戻

して、今回の参加者二人は写真でお判りのように若い世

代です。以前にもアルメニアからの私の授業への参加者

はおりましたが、いずれも年配者で英語は理解せずロシ

ア語のコースに参加していました。同国は、１９９１年

ソ連から独立。年配の人々は、ロシア語が第二外国語で

したが、今回、初めて英語のコースに参加しました。独

立後、若い世代は、英語教育が中心になったそうです。

大国の支配に翻弄されて来た歴史を短い休憩時間に話し

てくれました。 

 

 

 

   Going Global：JICA 最近事情 その 19           

                  谷川  寛 

 

ウイスキーの魅力を熱く語る野口さん 2 月第 2 例会報告 

（クリスマス例会） 

 

 

☆第 287 回 早天祈祷会  

日時：３月 17 日(金)7:30～8:30  

証し：大塚 由実さん（大阪ＹＭＣＡ中高齢者事業資格研

修センター事業長）  

場所：大阪ＹＭＣＡ会館 10 階チャペル  

☆会員継続のお願い  

大阪ＹＭＣＡは、１８８２年の創立以来、青少年教育団

体として国際協力、地域奉仕活動をはじめ、社会教育・学

校教育などの幅広い活動を通して青少年の全人的な成長に

尽力してまいりました。そして、昨今のグローバル社会に

あって、平和で心豊かにつながる社会の実現をめざし、国

境を越えて共通の課題を解決し未来を切り開くグローバル

リーダーシップ（チェンジメーカー）の育成を、Ｙボラン

ティア（会員）の皆様とともに果たしていきたいと考えて

おります。  

つきましては、ワイズメンの皆様には、会員継続の手続

きと併せて、本年度も Y ボランティア活動の登録を行って

いただきたく、各クラブ連絡しから、又は郵送にて「Ｙボ

ランティア（会員）登録申込書」をお渡しいたしますので、

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。  

Ｙボランティア（会員）の活動がより活発で有意義なも

のとなりますよう、２０１７年度も皆様のご理解・ご支援

を何卒よろしくお願い致します。 

 船戸 輝久 

 

ＹＭＣＡニュース 
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≪会員、メネットからのメッセージ≫ 

○日頃自分が目を向けていない地球の課題が知れ、メネットの

心温まる例会で良い時間を過ごせました。  （岡本 剛介） 

○お抹茶、大変おいしかったです。ありがとうございました。

八坂神社のお守りをいただき、厄除け・・。ありがとうござい

ました。                 （木下 順子）                                           

〇地球の事を知らない自分に気づかされました。私たち日本は

いかに無駄をし、又恵まれた国であるかを感じました。 

（坂本 千春)                    

○美味しいお抹茶と和菓子の段取りありがとうございました。

内山館長の卓話「SDGs」、大変勉強になりましたし、明日か

ら肝に銘じて生きて行きます。        (芝田 光雄) 

○内山館長のSDGsの話は大変考えさせられるテーマでした。 

                 （谷川  寛）            

〇いつも卓話は知らない世界を聴けて楽しみにしていますが、

今回の世界の問題は危機も感じる大切な内容だなと興味深か

ったです。このように勉強できる機会を頂けるのもワイズに入

ったからだなと感謝します。        (中井 祥子)  

○内山館長の「SDGs」の話に衝撃を受けました。また抹茶の

世界は味わい深く、心がなごみます。    （中村 茂高） 

○日本は恵まれた国であるため、飢餓や貧困などを実感するこ

とが難しいように思えます。今は普段仕事に追われがちですが、

食物があること、水があること、仕事があることという当たり

前のことは、実は当たり前ではないという現実を痛感させられ

ます。                  (藤井 大祐) 

○TOFの例会、とても楽しませていただきました。SDGsの学

びも今回の主旨に合っていてよかったです！感謝です！ 

                      (船戸 輝久) 

○ファミリーコンサートのアピールとチケットの販売をぜひ

宜しくお願い致します。           (何  早林) 

○SDGs目標の環境政策も裏を伺うと、色々マイナス面が指摘

され啓蒙された。 

             (山中 秀男) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 

        後    記 

 寒さもやわらぎ、春めいてきました。 

 2 月２６日、米・ハリウッドで開かれた第 89 回アカ

デミー賞の授賞式は波乱ずくめ。トランプ大統領に対す

る風刺満載となりましたが、なかでもトランプから「過

大評価された女優」と揶揄されたメリル・ストリープが

放って満場の喝さいをおくられたという、「軽蔑は軽蔑を

招き、暴力は暴力を招く」の言葉は、私たちに「隣人は

誰か」ということを考えさせられます。                                  

S.N 

                                  

 

ファミリーコンサート 2017 開催！！ 

角地・中井夫妻と何早林メンを中心に、来る 5 月

20 日、大阪 YMCA 会館ホールで開催するための

コンサートの準備が進められていますが、チラシ、

チケットが作成され、いよいよ広報が始まりまし

た。また力を合わせてコンサートを成功させましょ

う！ 


